













































































































































































( 1 ) 本稿は2008年にパリのEFEO(フランス極東学院)から出版された Images of
Tibet in the 19th and 20th Centuries (ed. By Monica Esposito)の為に分担執筆し
た筆者自身の論考“The Meiji Suppression of Buddhism and its Impact on the
Spirit of Exploration and Academism of Buddhist Monks”(英文)の一部を抄出
改変し補筆して邦訳したものである。尚、草稿の段階で歴史学部の青山忠正先
生には多くの有益なご助言を賜わりました。記して感謝申し上げます。
( 2 ) ｢神仏判然令」太政官達第一九六号・明治元年 3月28日。しかし翌月の 4月28
日には「神仏分離実施を慎重にすべき令」太政官仰二二六号の通達が出る。
(『明治以後宗教関係法令類纂』p. 737)
( 3 ) 村田安穂「明治維新廃仏毀釈の地方的展開とその特質について」池田英俊編
『論集日本仏教史─明治時代』vol.8、雄山閣、1987年、pp.69-87。
( 4 ) 福沢諭吉『僧侶論』(『福沢諭吉全集』第八巻)、岩波書店、1960年、p. 31。





( 6 ) 1877年に内務省は社寺局を設けて仏教諸宗派の宗制等を各管長に委ねた。そ
のころから宗としての意識を持ち本格的に教団が意識されるのは教導職の廃止
(1884年 8 月11日の太政官布達第19号)後であると考えられている。
( 7 ) 東西本願寺は戊辰戦争に直面した明治政府に各々三万両を超す資金提供を申
し出た。また、西本願寺は北海道の開拓にも多くの資金を提供したと伝えられ
ている。J. E. Ketelaar, Of Heretics and Martyrs in Meiji Japan, (Princeton:
Princeton University, 1990, 72-73 参照。
( 8 ) 前掲書、pp. 70-71, 95-101。
( 9 ) 吉田久一「大教院の設立と政教関係の混乱」『日本歴史』111号、1957年。
(10) 福嶋寛隆「海外教状視察の歴史的意義」『論集日本仏教史 8明治時代』池田英
俊編、雄山閣出版、1987年、pp. 89-110。
(11) ｢南条文雄先生年譜」『大谷学報』19.1、1928年、pp. 192-195 によれば、南条








『論集日本仏教史 8 明治時代』池田英俊編、雄山閣出版、1987年、pp. 163-188。
(14) 三宅守常「仏教の世俗倫理への対応─井上円了の修身教会設立をめぐって─」











(19) 太虚大師『我的佛教改進運動略史』太虚大師全書・文叢 6 (vol.29, p. 93)
(20) 羅同兵『漢蔵教理院史略』『法音』2001年 8 月、pp. 26-34。
(21) 『漢藏教理院輿佛教文物展覧會』太虚大師全書・雑藏・酬對(vol.27, p. 840)
明治時代の仏教僧が推進した仏教教育制度の改革(小野田 俊蔵)
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(22) 釋東初『中國佛教近代史』下巻、pp. 993-995。
(23) 『藏漢大辞典』(p. 1892)にこの翻訳についての言及がある。
(24) ｢従溝通漢藏文化説到融合漢藏民族」太虚大師全書・雑藏・時論(vol.24, p.
182)；彼の略歴については『喜饒嘉措文集(藏文版)第一巻』青海民族出版社、
1982年の序文を参照。中国佛教協会第二代目の会長を務めた。
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